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Abstract
Eight species of fossil Elasmobranch teeth are described from the Upper Miocene Otogawa Formation 

in the Yatsuo Area, Toyama Prefecture, central Japan. These elasmobranchs are identified by the morphological 
characteristics of each tooth. The results of identification are as follows; Squalus occidentalis, Isurus desori, Isurus 
hastalis, Scyliorhinidae gen. et sp. indet., Carcharhinus sp. A, Carcharhinus sp. B, Sphyrna sp. and Dasyatis sp. 
The lithofacies of their area of origin and associated molluscan fossil assemblage indicate that the elasmobranchs 
inhabited the calm inner bay within a shallow sea shelf, which was accompanied by a large river delta.
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はじめに

  

富山県八尾地域に分布する上部中新統音川累層か

らは豊富な貝類化石が産出し，これまで多くの研究

が行なわれてきた（小笠原ほか，1989；藤井・清

水，1990；清水・藤井，1991 など）．一方，本層か

らはこれらの貝類化石に伴い，保存の良い板鰓類の

歯化石の産出が知られていた．しかし，板鰓類化石

については，糸魚川ほか（1985）と Karasawa（1989）* 日本古生物学会 2007 年年会にて発表（半田ほか，2007）
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がリストに挙げたものを除くと，一部の文献（八尾

町教育委員会，1998；清水，2003）の図版で紹介さ

れているだけで，詳細な記載や分類学的検討はされ

ていなかった．板鰓類の化石記録の乏しい日本海地

域において，音川累層から得られた標本は，日本海

における後期中新世以降の板鰓類相の変遷を解明す

るうえで重要な試料と言える．そこで本論では，富

山市八尾町深谷の音川累層から産出した板鰓類の歯

化石について記載し，分類学的検討を行なった．ま

た，化石産地の音川累層の堆積相，板鰓類化石およ

び産出する貝化石の産状から，音川累層の古環境に

ついて考察した．

地質の概要

富山県八尾地域の地質は，楡原累層，岩稲累層，

医王山累層，黒瀬谷累層，東別所累層の 5 層からな

る八尾層群（下部～中部中新統）とその上位にあり

天狗山累層，音川累層，三田累層の３層からなる砺

波層群に大別される（早川・竹村，1987）．本論の

研究対象である砺波層群音川累層は，富山平野を大

きく取り囲むように分布する（富山県，1992）．岩

相は県西部から中央部にかけては泥岩が卓越する

が，東部では砂岩が優勢となり，層厚は東方へ行く

ほど薄くなる．砺波市付近では天狗山累層を，富山

市八尾町では東別所累層を不整合で覆う（富山県，

1992）． 
音川累層の年代に関しては，本層中部の OT2 凝

灰岩，および本層上部の OT3 凝灰岩のフィッショ

ン・トラック年代が測定されており，OT2 からは

9.5±0.6Ma，OT3 からは 5.2±0.5Ma の年代値が得ら

れている（角井，1986）．ただし，OT3 凝灰岩は音

川累層／三田累層境界よりも上位にあることから，

三田累層に含まれる可能性が指摘されている（天野，

2003）．一方，音川累層の中部からは Thalassinoema 
schraderi Zone に相当する珪藻化石が産出しており

（早川・竹村，1987），その年代はNPD6B（8.6～ 7.6Ma）
と考えられている（天野，2003）．さらに，本層か

ら産出する貝類化石は音川動物群と呼ばれ（絈野ほ

か，1961），東北地方の中部～上部中新統に特徴的

な塩原型動物群（鎮西，1963）に対比されている（小

笠原ほか，1989；天野，2003 など）．これらのこと

から，音川累層は後期中新世の堆積物と考えられる．

化石産地の岩相と二枚貝化石

本論で扱う板鰓類化石は，八尾カントリークラブ

に隣接する深谷の土砂採取場から採集された（図

図 1. 板鰓類歯化石の産出地．国土地理院発行 25.000 分の 1地形図「速星」および「八尾」を使用．
※土砂採取場への立ち入りには管理者の許可が必要である．
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1）．深谷での音川累層の走向は概ね東西方向で，北

に 20 ～ 30° 傾斜する．上位の呉羽山礫層（更新統）

との関係は不明だが，化石産地の北東に位置する城

生の神通川左岸で，本層が下位の東別所累層を不整

合で覆うことが確認できる．地層の分布や走向傾斜，

岩相の連続性などから，化石産地に分布する音川累

層は，音川累層の下部に相当すると考えられる．

化石産地に分布する音川累層の岩相は，青灰色で

淘汰の悪い細～中粒砂岩を主体とする。下位から凝

灰質細粒砂岩層，細～大礫からなる礫岩層，細礫

を伴う粗粒砂岩層，淘汰の悪い中粒砂岩層，細～

中粒砂岩層，生痕化石を伴う細粒砂岩層に細分さ

れ，全体的に上方細粒化傾向を示す（図 2）．礫岩

層は亜円礫～円礫を含み成層するが，側方変化が著

しく，場所によっては下位の凝灰質細粒砂岩層を

削り込んでいる．礫岩層の層厚は最大 4 ｍ以上あ

り，人頭大以上の礫も含まれる．礫岩層の上位の粗

粒堆積物には，細礫や炭化した植物片と共に貝殻片

が多く含まれる．細～中粒砂岩層には，コンクリー

ション化した層厚 10 ～ 30cm 程の貝化石密集層が

少なくとも 6 層以上認められ，また、数層準で炭質

物の薄層が挟在する．貝化石密集層は細礫や炭質物

を含む粗粒砂岩を基質とし，層厚を変化させなが

ら側方に連続する．貝化石密集層に含まれる貝化

石は Glycymeris matumoriensis が優先的で，これに

Anadara cf. hataii，Dosinia ettyuensis，Mercenaria cf. 
chitaniana，Pseudamiantis pinguis などが随伴する

ことから ( 小笠原ほか， 1989; 清水・藤井，1991），
Glycymeris 群集（小笠原・増田，1989）に対比され

る．一方，貝化石密集層に挟まれる細～中粒砂岩か

らは Panopea japonica と Mya cuneiformis が散在的に

産出する．この 2 種の二枚貝化石の多くは合弁で，

いずれも層理面に対してほぼ垂直な姿勢で埋没して

いる．板鰓類化石は，礫岩層の上位の砂岩層および

礫岩層の下位の凝灰質細粒砂岩層から産出し、特に

細～中粒砂岩層と挟在する貝化石密集層から多く産

出した．歯化石には破損や磨耗が認められるが，多

くの標本で歯根は残存しており，保存状態は良好と

いえる．

音川累層の堆積環境

前述した化石産地の岩相と産出する二枚貝化石か

ら，音川累層の堆積時の環境について考察し，板鰓

類が生活していた環境を推測する．まず，化石産地

に見られる礫岩層は，音川累層の堆積時に，比較的

大きな河川が近傍に存在したことを示唆している．

礫岩層の厚さや含まれる礫の大きさ（図 2 の写真

A）から，エネルギーレベルの高いデルタプレイン

～デルタフロントの堆積相が想定される．また，礫

岩層の上位の粗粒堆積物は粗粒砂岩を主体とし，細

礫のほかに炭質物や貝殻片などが多く含まれること

から，デルタフロントの斜面を下ったタービダイト

あるいはチャネル堆積物と考えられる．一方，露頭

の主体を成す細～中粒砂岩層は，①砂質堆積物が卓

越し，ほとんど泥質堆積物が認められないこと，②

構成される貝類化石の多くが内湾中央部に生息する

砂泥底群集（小笠原ほか，1989；天野，2003）であ

ること，③生物擾乱が著しく，明らかな堆積構造が

認められないこと，④音川累層の広域分布・岩相区

分（富山県，1992）などから，波浪の影響が少ない

静かな内湾で堆積したものと推定される．

堆積深度については，細～中粒砂岩層から産出

する Panopea japonica（図 2 の写真 B）では，現生

種の生息環境が潮下帯から水深 30m ほどの砂泥底

であり（Higo et al.，1999），随伴する絶滅種の Mya 
cuneiformis も，属レベルでは水深 30m 以浅の古水

深が示されている（小笠原・増田，1989）．これら

2 種の二枚貝はいずれも産出する母岩と生息底質が

一致し，多くの個体が層理面に対してほぼ垂直な姿

勢で埋没した姿勢，すなわち生存時の姿勢を保った

状態で埋没していることから現地性と判断される．

一方，細～中粒砂岩層に挟在する貝化石密集層中の

Glycymeris 群集（図 2 の写真 C）から，水深 50 ｍ

以浅の古水深 ( 小笠原・増田，1989) が推定される．

しかし，貝化石密集層中の二枚貝化石が①多少なり

とも破損・摩滅していること，②個体の配列に方向

性がないこと，③化石の密度にばらつきがあること，

④基質が粗粒な堆積物で占められていることなどか

ら，潮汐流やストーム，あるいは河川の氾濫などに

よって運搬されたものだと推定される．ただし，含
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図 2. 化石産地の柱状図および露頭写真．ルートの番号は図 1 に対応する．写真 A ～ C は柱状図中の記号に対応する．

まれる二枚貝化石の保存状態が比較的良いことや深

海性種が全く含まれないことから，運搬の距離は比

較的短かったと考えられる．今のところ堆積深度を

示す確実な資料は得られていないが，堆積相および

産出する貝化石の群集構成から，細～中粒砂岩層と

挟在する貝化石密集層は，少なくとも陸棚の堆積物

と判断される．

以上のことから，富山市八尾町深谷の音川累層か

ら産出した板鰓類は，陸棚浅海域の大規模な河川の

デルタに近接した静かな内湾で生活していたと推測

される．
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古生物学的記載

産出した板鰓類化石について記載する．分類体系

は Cappetta（1987），Bigelow （1994），Compagno et 
al.（2005）を参照し，歯に関する用語については，

矢部・後藤（1999）に基づいた．なお，ここで扱っ

た板鰓類化石標本は，すべてフォッサマグナミュー

ジアム（FMM）に収蔵・保管されている．

Class Chondrichthyes Huxley, 1880　軟骨魚綱

Subclass Elasmobranchii Bonaparte, 1838　板鰓亜綱

Order Squaliformis Goodrich, 1909　ツノザメ目

Family Squalidae Bonaparte, 1834　ツノザメ科

Genus Squalus Linnaeus, 1758　ツノザメ属

Squalus occidentalis (Agassiz, 1856)
図 3-1a, 1b

標本番号：FMM1763

記載：ツノザメ類としては大型の歯である．歯冠の

近・遠心の切縁切縁には粗い鋸歯が発達する．歯

冠舌側面は主咬頭で強く膨らむが，唇側面はゆる

やかに膨らむ程度である．近心縁はわずかに彎曲

し，咬頭は後傾する．遠心縁は垂直に下り，遠心

踵との間には不明瞭な切痕が認められる．遠心踵

は凸状で後縁に向かってゆるやかに低くなる．歯

冠の近心端および遠心端は丸みを持つ．歯冠唇側

面には太い基底突起が発達し，歯根基底縁を超え

下方に伸びる．歯冠舌側面の垂は広い三角形状で

太く短く突出する．この垂の下方には明瞭な漏斗

が発達し，歯根を二分する．歯根は厚く，幅は歯

冠幅よりやや狭い．歯根舌側面は垂とほぼ同じ厚

みをもって外側に張り出し，楕円形の小さな側舌

側孔が認められる．一方，歯根唇側面は平坦で変

化に乏しい．歯根基底面は平坦あるいはわずかに

凹状を示す．両顎の歯の形態はよく似ているが，

下顎歯は歯冠の傾きが若干強い．

図 3. 音川層産板鰓類化石．1. Squalus occidentalis (Agassiz, 1856), 1a, 1b: lingual and labial views, FMM1763, 2. Isurus desori 
(Sismonda, 1849), 2a, 2b: lingual and labial views, FMM2732, 3. Isurus hastalis (Agassiz, 1843), 3a, 3b: lingual and labial views, 
FMM1764, 4. Scyliorhinidae gen. et sp. indet., 4a, 4b, 4c: lingual, labial and lateral views, FMM1765, 5-6. Carcharhinus sp. A, 5a, 
5b: ingual and labial views, FMM1766, 6a, 6b: lingual and labial views, FMM1767, 7-8. Carcharhinus sp. B., 7a, 7b: lingual and 
labial views, FMM1768, 8a, 8b: lingual and labial views, FMM1769, 9. Sphyrna sp., 9a, 9b: lingual and labial views, FMM1770, 
10-12. Dasyatis sp., 10a, 10b, 10c: lingual, labial and colonal views, FMM1771, 11a, 11b, 11c: lingual, labial and colonal views, 
FMM5067, 12a, 12b, 12c: lingual, labial and colonal views, FMM5068.



古見　浩ほか

38

計測値：歯の高さ 5.4mm，歯の幅 6.3mm，歯の厚

さ 3.1mm，最大歯冠高 5.5mm，最大歯冠幅 6.4mm，

最大歯冠厚 2.8mm．

同定：咬頭と遠心踵からなる歯冠と大型の歯根はツ

ノザメ科の歯の特徴である．さらに歯が大型で切

縁部に明瞭な鋸歯が発達し，がっしりとした低い

歯根を備えることから，ツノザメ科のなかでもツ

ノザメ属の Squalus occidentalis に同定される．

Order Lamniformes Berg, 1958　ネズミザメ目

Family Lamnidae Muller and Henle, 1838　ネズミザメ科

Genus Isurus Rafineque, 1810　アオザメ属

Isurus desori (Sismonda, 1849)
図 3-2a, 2b

標本番号：FMM2732
記載：歯冠および歯根の破損が著しい．わずかに残

る歯根は厚く，歯冠は近遠心方向にやや細く，頬

舌方向に厚い．歯冠舌側面は強く膨隆するが唇側

面は平坦である．歯冠は舌側方向に緩やかに湾曲

する．歯冠切縁は直線的で鋸歯がなく，歯冠基底

部まで達する．

測定値：歯の高さ 28.4+mm，歯の幅 10.2+mm，歯

の厚さ 8.5+mm，最大歯冠高 22.2+mm，最大歯冠

幅 9.9+mm，最大歯冠厚 8.3+mm．

同定：破損が著しいが，比較的大型で歯冠切縁に

鋸歯を持たない点から Isurus 属と判断される．本

属のなかでも現生種の I. oxyrinchus や I. paucus に
似るが，本標本は極めて頑丈な歯冠と歯根を備え

る．音川累層が堆積した後期中新世に比較的近い

年代に生息した Isurus 属としては，能登半島の中

期中新統から報告されている I. desori，I. hastalis，
I. planus が挙げられる（Karasawa，1989；野村，

2002）．この 3 種のなかで細く厚い歯冠を備え，

直線的な歯冠基底部に達する完全切縁を持つもの

は I. desori だけであることから，本種に同定され

る．

Isurus hastalis (Agassiz, 1843)
図 3-3a, 3b

標本番号：FMM1764

記載：歯根が欠損した歯冠のみの標本である．歯冠

は底辺の短い二等辺三角形である．歯冠は幅が広

く厚さは薄い．咬頭尖は咬頭尖は遠心に傾き，後

上方を向く．近心縁・遠心縁ともに直線的で平滑

で鋭い．近心縁・遠心縁ともに直線的で平滑で鋭

い．歯冠唇側面はほぼ平坦であるが，舌側面はゆ

るやかに膨隆する．

測定値：歯の高さ 27.5+mm，最大歯冠高 22.7+mm，

最大歯冠幅 20.0+mm，最大歯冠厚 5.5+mm．

同定：本標本は，歯冠が幅の広い二等辺三角形を

なし，近心縁と遠心縁が直線的で鋸歯のない完全

切縁であることや咬頭尖が後上方を向くこと，ま

た歯冠舌側面の膨らみが極めて弱く，唇側面が平

坦であることなどからネズミザメ科のなかでも I. 
hastalis に同定される．歯冠幅や歯冠厚，歯冠の

形状から上顎前歯と考えられる．

Order Carcharhiniformes Compagno, 1973　メジロザメ目

Family Scyliorhinidae Gill, 1862　トラザメ科

Scyliorhinidae gen. et sp. indet.
図 3-4a, 4b, 4c

標本番号：FMM1765
記載：歯は小さい．歯冠は細く鋭く直立する．咬頭

は近心面観で弱い彎曲を示し，唇側方向に傾く．

歯冠舌側面は強く膨隆し，唇側面は平滑である．

両切縁は咬頭尖から基底部まで完全切縁である．

歯冠基底唇側縁は歯根唇側面を大きく覆う．歯冠

の近心端と遠心端には１対の微細な副咬頭を備え

る．歯根基底部はゆるやかに彎入し，歯根舌側隆

起が強く発達する．

測定値：歯の高さ 5.6mm，歯の幅 4.1mm，歯の厚

さ 1.7mm，最大歯冠高 5.5mm，最大歯冠幅 4.1mm，

最大歯冠厚 1.4mm．

同定：歯の大きさや形態は，トラザメ科のなかで

も Cephaloscyllium 属，Halaelurus 属，Scyliorhinus
属などに類似する．しかし，産出した１つの標

本だけでは得られる情報も少なく，ここでは

Scyliorhinidae gen. et sp. indet の同定にとどめてお

く．
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Family Carcharhinidae Jordan and Evermann, 1896
メジロザメ科

Genus Carcharhinus Blainville, 1816　メジロザメ属

Carcharhinus sp. A
図 3-5a, 5b, 6a, 6b

標本番号：FMM1766, 1767
記載：上顎歯（FMM1766）の外形は正三角形である．

歯冠は広く薄い．歯冠舌側面はゆるやかに膨隆し，

唇側面は平坦であるが中央部でわずかに膨らむ．

咬頭は直立するが遠心側にわずかに傾く．近心縁

は直線的である．遠心縁は直線的であるが，中央

部でゆるやかに湾入する．歯冠の近心縁と遠心縁

には整然とした細かな鋸歯があり，咬頭尖から歯

頸側へと連続する．歯根はおおよそ長方形であり，

歯根基底縁は強く湾入する．歯根は近心根・遠心

根がはっきり区別される．歯根舌側隆起を伴って，

中心部には明瞭な縦長の栄養孔が発達する歯頸部

にはエナメロイドの歯頸帯が認められる． 
下顎歯（FMM1767）は直立した細く厚い歯冠と，

歯冠基底部より近心に伸びる近心踵と遠心に伸び

る遠心踵からなる．歯冠舌側面は強く膨隆し，唇

側面はゆるやかに膨れる．咬頭は舌側に反り，近

心面観・遠心面観は弓形となる．近心・遠心共に

咬頭尖から咬頭基底まで細かい鋸歯を備える．歯

根基底縁はゆるやかに湾入し，近心根と遠心根に

区別される．歯根舌側隆起を伴い，中心部には縦

に長い栄養孔が発達する．歯頸部には歯頸帯が認

められる． 
測 定 値：（FMM1766） 歯 の 高 さ 10.5mm， 歯 の

幅 10.5mm， 歯 の 厚 さ 2.2mm， 最 大 歯 冠 高

8.8mm，最大歯冠幅 9.4mm，最大歯冠厚 2.1mm．

（FMM1767）歯の高さ 11.4mm，歯の幅 11.8mm，

歯の厚さ 3.4mm，最大歯冠高 8.9mm，最大歯冠幅

11.5mm，最大歯冠厚 3.1mm．

同定：採集された標本の割合から，FMM1766（上

顎歯）と FMM1767（下顎歯）の組合せになると

判断した．歯の幅および厚さ，歯冠の傾きなどか

ら，糸魚川ほか（1985）が図示した Carcharhinus 
sp. 1 に類似する．現生種では C. albimarginatus, C. 
plumbeus, C. falciformis などに類似する．しかし，

Carcharhinus 属の化石種については時空分布に不

明な点が多く，種まで特定するには至っていない．

また，現生種で約 30 種知られている本属を歯の

形態だけで種まで同定することは極めて困難であ

ることから，ここでは Carcharhinus sp. A の同定

にとどめておく．

Carcharhinus sp. B
図 3-7a, 7b, 8a, 8b

標本番号：FMM1768, FMM1769
記載：上顎歯（FMM1768）は T 字型である．歯冠

は細く厚い．歯冠舌側面は強く膨隆するが，唇側

面はほぼ平坦である．咬頭は直立するが遠心側に

わずかに傾く．中位から舌側に膨れ，咬頭尖では

唇側にわずかに膨れる．近心縁は緩いカーブを描

き，近心踵を作る．遠心縁は直線的であるが，咬

頭基底において強く湾入し，遠心踵として歯根上

に低く延びる．歯冠の近心縁と遠心縁に不揃いの

鋸歯を持ち，近心踵・遠心踵でもっとも荒く，咬

頭尖では不明瞭になる．歯根の外形はおおよそ長

方形であり，歯根基底縁は湾入し，二又に分かれ，

近心根・遠心根が区別される．歯根舌側隆起はゆ

るやかで，中心部には栄養孔が発達する．歯頸部

には薄いエナメロイドが見られる．

下顎歯（FMM1769）は直立した細く厚い歯冠と，

歯冠基底部より近心に伸びる近心踵と遠心に伸び

る遠心踵からなる．歯冠舌側面は強く膨隆し，唇

側面はゆるやかに膨れる．近心・遠心とも切縁は

鋸歯のない完全切縁である．咬頭は舌側に反り，

近心面観・遠心面観は弓形となる．歯根基底縁は

ゆるやかに湾入し，近心根と遠心根に区別される．

歯根舌側隆起を伴い，中心部に縦に長い栄養孔が

発達する．歯頸部には歯頸帯が認められる．

測定値：（FMM1768）歯の高さ 9.7mm，歯の幅 7.7mm，

歯の厚さ 3.5mm，最大歯冠高 7.9mm，最大歯冠

幅 7.6mm，最大歯冠厚 3.1mm．（FMM1769）歯の

高さ 6.2mm，歯の幅 6.8mm，歯の厚さ 1.7mm，最

大歯冠高 4.2mm，最大歯冠幅 6.8mm，最大歯冠厚

1.6mm．

同定：採集された標本の割合から，FMM1768（上

顎歯）と FMM1769（下顎歯）の組合せになると
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判断した．歯の外観は前記した Carcharhinus sp. 
A と明らかに異なる．鋸歯のない完全切縁の下顎

歯は Negaprion 属に特徴的だが，今のところ同属

に相当する上顎歯は識別されていない．現存す

る Carcharhinus 属にも上顎歯に鋸歯を備え，下

顎歯に鋸歯を持たない種がいることから（例え

ば C. brevipinna や C. limbatus など），ここでは

Carcharhinus sp. B とする．

Family Sphyrinidae Gill, 1872　シュモクザメ科

Genus Sphyrna Rafinesque, 1810　シュモクザメ属

Sphyrna sp.
図 3-9a, 9b

標本番号：FMM1770
記載：鋭角で太い三角形の歯冠を持ち，咬頭先は大

きく後傾する．遠心縁基底部に切痕があり，その

後方にカマボコ状の遠心踵を備える．咬頭および

遠心踵は鋸歯のない完全切縁である．歯冠舌側面

はゆるやかに膨隆するが，唇側面はほぼ平滑であ

る．歯根は破損が著しいがわずかに舌側隆起を伴

う．

測定値：歯の高さ 5.1+mm，歯の幅 11.1+mm，歯の

厚さ 3.1+mm，最大歯冠高 4.0+mm，最大歯冠幅

11.1+mm，最大歯冠厚 2.4+mm．

同定：歯冠の形態的特徴から，Cappetta（1987）
や Compagno et al.（2005）で図示されている S. 
zygaena の上顎歯に類似する．しかし，本標本は

歯根を破損しており，詳細な観察が困難であるこ

とから，ここでは Sphyrna sp. としておく．

Order Myliobatiformes Compagno, 1973　トビエイ目

Family Dasyatidae Jordan, 1888　アカエイ科

Genus Dasyatis Rafinesque, 1810　アカエイ属

Dasyatis sp.
図 3-10a, 10b, 10c, 11a, 11b, 11c, 12a, 12b, 12c 

標本番号：FMM1771, FMM5067, FMM5068
記載：歯は微小．歯冠咬合面は平坦な台形を示す．

歯冠舌側縁は角を作らず，辺縁隅角から辺縁隅角

へゆるやかに湾曲する．辺縁隅角は鋭い．歯冠唇

側面は，正方形の正中唇側廂によって左右に２分

され，唇側面は浅い凹状面を示す．歯冠舌側面は

大きく凹入し，不明瞭な稜を備える正中舌側窩に

よって２分され，左右の舌側面は凹状面を示す．

歯冠と歯根はほぼ同じ高さである．歯根は舌側に

位置し下垂する．近心根と遠心根が明瞭に区別さ

れる．歯根の断面は円形で、基底面は丸みを帯び

た三角形である．

測定値：歯の高さ 3.2mm，歯の幅 4.2mm，歯の厚

さ 2.2mm，最大歯冠高 2.3mm，最大歯冠幅 4.2mm，

最大歯冠厚 2.2mm．

同定：歯冠および歯根の特徴が、糸魚川ほか

（1985）や Cappetta（1987）で図示された Dasyatis 
sp．によく似る．咬合面に粗い凹凸があるもの

（FMM5067），咬合面が平坦で網状の装飾を備える

もの（FMM5068），咬合面が平坦で装飾が無いもの（ 

FMM1771）などいくつかの歯形が認められるが，

ここでは Dasyatis sp. としておく．

音川累層産板鰓類の特徴

本論では富山市八尾町深谷の上部中新統音川累層

から，板鰓類化石 6 属 8 種を識別した（表 1）．本

産地では Carcharhinus sp. A を優先種とし，Squalus 
occidentalis，Carcharhinus sp. B，Dasyatis sp. が 随

伴する構成で，産出個体数は少ないが I. desori，I. 
hastalis，Scyliorhinidae，Sphyrna sp. が産出した．こ

れらの種の多くは，能登半島の中部中新統の七尾

石灰質砂岩層などから報告されている（Karasawa，

1989；野村，2002，2005 など）．しかしながら，音

川累層からは，能登半島の中部中新統でごく普通

に産出する Carcharias 属や深海生種と考えられる

Hexanchus gigas や Dalatias licha は報告されていな

い．一方，北部フォッサマグナ地域の長野県中部

の中部中新統別所累層上部および青木累層下部か

らは 7 科 8 属 13 種の板鰓類化石が知られている

（高桒ほか，2009）．別所累層上部および青木累下

部の浅海性板鰓類化石群集は，Carcharhinus 属と

Isurus 属が卓越しているものの（高桒ほか，2009），
Scymnodon ichiharai や Etmopterus sp．（小池ほか，

2008a，2008b)，Dalatias licha（高桒ほか，2009）な
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どの深海性サメ類が含まれる点で音川累層の板鰓類

化石相と異なる．音川累層と能登半島の中部中新統

および北部フォッサマグナ地域の中部中新統の板鰓

類化石相の違いは，堆積場の水深の違いを反映した

可能性が高い．

なお，今回得られた I. desori，Scyliorhinidae につ

いては本層から初めての報告となる．ただし，糸魚

川ほか（1985）がリストに挙げた Cetorhinus sp. と
Negaprion kraussi については，化石産地あるいは産

出層準の違いかは不明であるが確認することができ

なかった．

ところで，本層から産出する S. occidentalis の産

出記録は，これまで前期～中期中新統に限られる

とされていた（野村ほか，1991）．この種の最も新

しい年代の化石記録は，Bigelow（1994）によって

報告されたアメリカ合衆国ワシントン州南西部の上

部中新統モンテサノ累層下部から鰭脚類のアロデス

ムスと共に産出した標本であると考えられる．しか

し，Bigelow（1994）によればこの層準は，カリフォ

ルニアにおける底生有孔虫の区分からは中部中新統

（モーン ― デルモント階）とされ，S. occidentalis の
最も新しい時代からの産出かどうか定かではないと

している．今回音川累層から産出したことにより，

少なくとも本種の生存期間が後期中新世まで延びる

可能性が示唆される．

まとめ

1．富山市八尾町深谷に分布する上部中新統音川累

層から，板鰓類化石 6 属 8 種を識別した．これら

は能登半島の中部中新統産板鰓類化石と類似す

る．中でも Isrus desori，Scyliorhinidae gen. et sp. 
indet. の 2 種は音川累層からは初の記録となる．

2．これまで前期中新世－中期中新世とされていた

Squalus occidentalis の生存期間が，後期中新世ま

で延びる可能性がある．

3．堆積相および産出する貝化石の群集構成から判

断すると，音川累層産板鰓類は，陸棚浅海域の大

規模な河川のデルタに近接した静かな内湾で生活

していたと推測される．
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要約
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